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この細胞は IFN-、IL-17および IL-4を産生せずCD4陽性T 細胞の分化に関わるT-bet、RORt、
GATA3といった既知の転写因子の発現も認められなかった。さらに制御性T細胞のマーカーや濾
胞性ヘルパ Tー細胞のマーカーの発現も認めない事より、既存のCD4陽性T細胞とは異なる細胞




性 T 細胞を炎症性サイトカインの存在下または非存在下で培養し、CXCL13 産生を観察した。結
果、炎症性サイトカイン存在下でCD4 陽性 T 細胞からのCXCL13 産生がより維持された。さら
に治療後にCXCL13 の産生が消失した関節CD4陽性T 細胞をT 細胞受容体刺激と炎症性サイト














本研究は，関節リウマチ(RA)病態への T 細胞の新たな関与を探るため、RA 関節局所に存在する
CXCL13産生CD4＋T細胞の性状と炎症環境がこの細胞に及ぼす影響を解析したものである。 















 したがって、本論文は博士（ 医科学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 1 月 13 日実施の論文内容とそれに関連した研究分野並
びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
 
